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このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 1 

会
社
存
亡
の
危
機
を
救
っ
た
環
境
整
備 

～ 

同
じ
価
値
観
を
持
つ
強
い
組
織
を
つ
く
る
取
り
組
み 

～ 

東
京
都
中
野
区
の(

株)

小
河
原
建
設
。
社

員
三
五
名
、
売
上
約
二
〇
億
円
の
、
ゼ
ネ
コ

ン
部
門
と
注
文
住
宅
部
門
を
持
つ
、
建
築

会
社
で
す
。 

同
社
に
、
私
が
環
境
整
備
（整
理･

整
頓･

清
掃
）推
進
の
お
手
伝
い
に
入
っ
た
の
は
、
一

四
年
前
で
し
た
。 

そ
れ
以
前
か
ら
、
同
社
な
り
に
環
境
整

備
に
は
取
り
組
ま
れ
て
い
た
の
で
、
比
較
的

キ
レ
イ
な
会
社
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
デ
ス
ク
の
上
に
積
ま
れ
た
書
類

や
、
倉
庫
に
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
部
材
な

ど
、
不
要
物
を
徹
底
的
に
処
分
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
デ
ス
ク
と
デ
ス
ク
を
仕
切
っ
て
い
た

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
払
い
、
オ
ー
プ
ン
な

事
務
所
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
奥
や
隅
な

ど
の
見
え
な
い
所
ま
で
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き

上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
無
駄
な
も
の
が
な
く
、
動
き

や
す
く
快
適
な
会
社
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
建
築
現
場
も
、
安
全
で
働
き
や
す
い

現

場

に

な
っ
て
い

ま
す
。 

そ

の

後

同

社

で

は
、
コ

ロ
ナ
禍
な

ど
の
例
外

を
除
き
、

原

則

と

し

て

毎

年
一
回
、

外
部
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
環
境
整
備
の

見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

先
日
も
、
見
学
会
が
あ
り
、
二
八
名
の
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
、
事
務
所
や
倉
庫
、
そ
し

て
車
で
二
〇
分
ほ
ど
の
建
築
現
場
を
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
の
よ
う
す
を
、
か
い

つ
ま
ん
で
お
伝
え
し
ま
す
。 

冒

頭

の
ご

挨

拶

の
中

で
、
同
社

の
小

河

原

敬

彦

社
長
は
、

環

境

整

備

に
取

り

組

み

続

け

て

一

番

よ

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

「私
が
落
下
事
故
に
よ
っ
て
首
の
骨
を
折

り
、
車
イ
ス
生
活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

事
故
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ

で
社
業
が
ま
っ
た
く
で
き
ま
せ
ん
。
知
り
合

い
か
ら
は
小
河
原
建
設
も
危
な
い
、
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
期
に
、
創
業
以
来
最
高
の
売
上
高
と
粗
利

益
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
留

守
を
預
か
っ
て
く
れ
た
専
務
が
言
う
に
は
、

環
境
整
備
を
通
じ
て
全
員
が
同
じ
価
値
観

を
持
て
た
こ
と
で
、
苦
境
を
乗
り
越
え
ら
れ

た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
」 

そ
の
専
務
は
、
こ
う
話
し
て
い
ま
す
。 

「た
と
え
ば
、
あ
る
行
為
に
つ
い
て
『ダ
メ

だ
』と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
価
値
観
が
同
じ

だ
と
な
ぜ
ダ
メ
な
の
か
が
理
解
で
き
ま
す
。

環
境
整
備
を
す
る
と
社
員
の
意
識
が
上
が

る
の
で
、
品
質
が
向
上
し
ま
す
。
人
に
よ
っ
て

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
や
り
続
け
れ
ば
必
ず

変
わ
り
ま
す
。
」 

以
下
、
事
務
所
や
現
場
を
案
内
し
て
く

れ
た
社
員
さ
ん
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。 

「ど
こ
の
何
を
改
善
す
る
の
か
は
、
誰
か
に

指
示
さ
れ
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

我
々
自
身
が
問
題
意
識
を
も
っ
て
課
題
を

見
つ
け
て
、
そ
こ
に
手
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

も
っ
と
も
、
既
に
か
な
り
キ
レ
イ
な
の
で
、
改

善
の
ネ
タ
を
探
す
の
は
大
変
で
す
が(

笑)

。
」 

「以
前
に
勤
め
て
い
た
会
社
で
も
、
そ
れ
な

り
に
整
理
整
頓
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
表
面
上
の
も
の
で
し
た
。
た
と
え
ば
、
デ
ス

ク
の
上
に
載
っ
て
い
る
書
類
を
、
ど
こ
か
に
押

し
込
む
と
い
う
よ
う
な
。
で
も
、
わ
が
社
で

は
、
デ
ス
ク
の
引
き
出
し
の
中
や
倉
庫
と
い
っ

た
、
見
え
な
い
所
ま
で
手
を
入
れ
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
意
識
が
、
仕
事
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
施
工

現

場

に

お

い

て

も
、
お
客

様

か

ら

見
え
な
い

所

も

丁

寧

に

仕

事

を

し

ま
す
。
」 

「私

が

入

社

し

た
と
き
か
ら
、
既
に
整
理
整
頓
が
行
き
届
い

て
い
た
の
で
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
が
す
ぐ

に

わ

か

り
、
仕
事

が

し

や

す

い

で

す
。
新
卒

で
入
社
し

た
の
で
他

の
会
社
の

こ
と
を
知

ら
ず
、
そ

れ

が

当

た

り

前

だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
よ
そ
の
会
社
な
ど
を
訪
問

し
た
際
に
、
デ
ス
ク
の
上
に
書
類
が
山
積
み

に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
れ
は
当
た
り
前

で
は
な
い

の
だ
と
理

解
し
ま
し

た
。
」 

小
河
原

社
長
は
、

「環
境

整

備
に
終
わ

り
は
あ
り

ま

せ
ん
。

地
味
な
取

り
組
み
な

の
で
、
と
き
に
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、
こ
う
し
た
見
学

会
で
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
の
が
励
み
に

な
り
ま
す
。
」と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。 

来
年
以
降
の
見
学
会
も
楽
し
み
で
す
。
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
（小
早
） 

支
援
レ
ポ
ー
ト 

VOL.241 

企
業
・団
体
の
研
修
や
講
演
を
承
り
ま
す
。
目
的
や
対
象
者
に
応
じ
て
、
時
間
や
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

扉を取り払ったキャビネについての説明 

スッキリした事務所について説明する社員 

1日5回のそうじを実践している建築現場 

小河原社長による見学会冒頭のご挨拶 

無駄なモノがない使い勝手のよい倉庫 

https://peraichi.com/landing_pages/view/sc-onlineseminar?_ga=2.118923151.723854818.1645406583-700725011.1643956453
https://soujinochikara.com/category/letter/
https://www.soujinochikara.com/
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株式会社そうじの力 

そうじで組織と人を磨くコンサルティング 

弊社は“そうじ＝整理･整頓･清掃”

を通じた企業風土改革を支援します。 

講義、実習、チームミーティング、

計画作り、現場巡回を通じて、社長と

社員の意識改革を図り、健全な企業風

土作りをお手伝いします。 

支援期間は1年から。毎月1回訪問を

原則としますが、企業規模や現場の状

況、ご要望に応じて、プログラムを

オーダーメイドします。 

また各種団体向けの講演のご依頼も

受け付けております。（全国対応） 

そうじの力だより第241号 2025(令和7)年8月1日発行 発行者：小早 祥一郎（株式会社そうじの力 代表取締役） 
〒370-0078 群馬県高崎市上小鳥町307-1 TEL：050-3709-2333 FAX：050-6868-2721 メール：info@soujinochikara.com 

2 

Ｘ
（旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で
、
『環
境
整
備 

一
日
一
言
』を
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 
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編集後記 

OOPARTS（謎の物体）？ 

 妻が、「車のタイヤに石が挟

まっている」というので見てみ

たところ、鋭い金属のようなも

のがガッチリとゴムに食い込ん

でいて、まったく取れる気配が

ありません。 

 ディーラーに持っていったところ、なんと、長さ約5cm、

直径約7mmほどもある金属片が、トレッドゴムを横方向に

貫通していたとのこと。 

 幸いにもパンクはしていなかったので、大事には至らず

に済みましたが、いったいこんなものがなぜ、どうやって

ゴムの横に突き刺さったのでしょうか？      （小早） 

各種SNSにて、最新情報発信中！ 

QRコードよりご覧ください ▶ 

今月の読書から 『リーダーの任せる技術』岡本文宏著 

～任せられるかどうかは、リーダー次第～ 

 いろいろな教え

をいただいている

経営コンサルタン

ト、岡本文宏さん

の新刊をご紹介し

ま す。岡 本 さ ん

は、ご自身がアパ

レルの店長やセブ

ンイレブンのオー

ナーとして経験さ

れたことを基に、

全国で経営者やリーダー向けに講演や

研修をされています。 

 本書ではまず、任せることが苦手な人

の特徴を、「自分だけが常に忙しく働いて

いる」「本来のやるべき仕事ができていな

い」「任せるのは面倒だと思っている」「部

下は自分よりも能力が劣ると思い込んで

いる」「部下に気を遣いすぎる」と集約し

ています。 

 そして、任せるメリットとして、「時間がで

きる」「マネジメント力が付く」「部下が成長

する」「離職防止につながる「システム化

が進む」という5つを挙げています。 

 以下、印象に残った部分の抜粋です。 

《任せられないのは採用に問題があるか

ら》 人手不足の状況が続いている中

で、求人への応募者が少ないとなると、

面接希望者が現れると、ひとまず現場の

頭数を合わせることを優先して、ある程

度のことには目を瞑り、採用してしまい

がちになります。私は弊社のクライアント

企業には、採用面接の際に、応募者に

少しでも違和感を抱いたり、ここはちょっ

と変だなと思ったりしたときは、採用を見

送るようにしましょうと伝えています。 

《任せるときに範囲を決める》 仕事を任

せるには、事前に「教育」を完了させるこ

とが不可欠です。あやふやな部分が多く

あると、迷いながら仕事を進めなければ

なりませんし、ミスをしがちになります。

（中略）忙しい中、教育にそんなに時間を

かけるのは無理と思われるかもしれませ

んが、教育することなく仕事を任せること

は無理です。（中略）教育が完了したとこ

ろから、個別に任せることを決めていけ

ば、その範囲内なら、安心して任せられ

ます。 

《任せられる人をやめさせない》 中堅社

員が退職を考える原因の一つは、今の

仕事にやりがいを感じなくなることです。

（中略）中堅社員に「よそ見をさせない」

ことも重要です。転職サイトや、友人との

会話などから他社の待遇を知れば、どう

しても他人の芝生は青く見えてしまいま

す。ただ、他社よりも自社で働き続ける

ほうが魅力的な未来が待っていると思え

たら、そんな情報に目を奪われることは

なくなります。 

《任せ切ると腹を決める》 部下に仕事を

任せた後に一番大事なことは、「任せ切

ると腹を決める」ことです。任せると言い

ながら口をはさんだり手を出したりして、

部下の仕事を奪うのはやめましょう。（中

略）この人から任せられたいと思えるリー

ダーになるには、言葉だけではなく、「行

動」も大切です。まず「率先垂範」です。

掛け声を掛けるだけで自分は何もしない

リーダーに、人はついていきません。 

 耳の痛い話ばかりですが、結局はリー

ダー自身の姿勢や覚悟が一番重要だと

いうことですね。           （小早） 

飛鳥のつぶやき 

情報収集戦 

 夏休み、家族で大阪万博に行

くことにしました。 

 噂には聞いてはいたものの、

チケットを取るところから大苦

戦！ 

 子らを炎天下になるべく置か

ないために、やれ交通手段はど

うする、どの時間にどこで何を食べる、どう回る、予約が

なんだかんだの情報収集で疲労困憊_(:3」∠)_  

 でも、かつて某テーマパークで夏場2時間並んだことを

考えると、混雑を少しでも回避できるシステムはすごい進

歩。いい時代になったなぁ…。            （大槻） 
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